
 

 

 

 

「元くすっ子」からのメッセージ ～先輩の姿が後輩の姿をつくる～ 

校長  諏
す

 訪
わ

  健
けん

 

麦秋を迎えました。寒暖の差が大きいこの時季ですが、「くすっ子たち」には、引き続き健康に留意し、１

学期の後半を元気に過ごしてほしいと思っております。 

さて、今月は、二人の元くすっ子からいただいた間接的なメッセージを紹介いたします。一人目は学校HP

を通じて繋がることができた、竹内 宙明 さん（平成７年度卒業生）です。 

今年１月３０日の学校ホームページに、明治１４年の開校年に書かれている

「薬師前」という地名から、学校の近くには、「薬師神社か薬師如来（お寺）が

あったと思われるが、現存しないのはなぜか。」と掲載したところ、竹内さん

が、自主的に学校周辺を歩いたり、文献を読んだりして調べた結果をレポート

として郵送してくだりました。そのレポートから、屈巣小学校周辺は、江戸時

代まで存在したと思われる「桜本坊（さくらもとぼう）」というお寺の敷地で

あったこと。また、桜本坊には、歴史の教科書に出てくる行基（ぎょうき）が

作ったとされる薬師如来坐像と、これも教科書に出てくる運慶（うんけい）が

作ったとされる立ち姿の薬師如来像が安置されていたことから、薬師前や薬師

堂という地名が、学校の近くにはあることを教えていただきました。さらに、

桜本坊は、京都のお土産で有名な「八ッ橋」で知られている京都聖護院の配下

のお寺であったこともわかりました。その桜本坊が、今は、なぜ存在しないの

かということについては、紙面の都合上、学校ホームページに掲載させていた

だきますが、竹内さんのレポートから伝わる探究心・ねばり強さと地元愛に、

とても感激しました。 

 

二人目はプロ野球「阪神」の投手、桐敷 拓馬 さん（平成２３年度卒業生）

です。先週金曜日（５月２６日）の試合で先発し、７回表まで投げ、５安打１四球に相手打線を抑え、見事

初勝利を挙げたことは、多くの方がご存知かと思います。桐敷選手は、昨年度プロ野球入りを果たしました

が、１軍の試合では出番が少なく、苦しいプロ１年目を過ごしたことと思います。しかしながら、苦しさを

味わった分、たくましさが増し、初勝利を挙げた試合では、１点差で負けていても、冷静かつ大胆に打者に

向かってボールを投げ込み合計１０個の三振を奪う力投ぶりでした。特に、６回裏の０アウト１塁で打者と

してバッターボックスに入った桐敷選手が、２ストライクを取られたあと、ファールになると三振になる危

険性がありながらバントをした場面（結果は、相手投手の好守により、ランナーがアウト。打者走者の桐敷

選手が１塁ランナーに残りました。）と、その後、後続の打者がアウトとなり攻守交代となったため、桐敷選

手は休む間もなくすぐにマウンドに立ち、７回表を三者凡退に抑えた場面が、大変しびれました。昨年度、

野球中継のテレビで見た姿に比べ、しなやかで、たくましくなった桐敷選手の姿は、私た

ち地元の人々を元気にしてくれたはずです。 

先輩の姿が、後輩の姿をつくることを願い、元くすっ子から

のメッセージを昨日の全校朝会で、今のくすっ子に伝えさせて

いただきました。記事にさせていただいたお二人、そして御家

族様、ありがとうございました。 
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